職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
集合住宅・オフィス・商業施設を手がける組織設計事務所で◯年間、意匠設計を担当してきました。RC造・地上◯階／延床約◯㎡規模の集合住宅では主担当として基本設計から実施設計、確認申請、工事監理まで一貫して携わり、構造・設備設計者との納まり調整やクライアントとの仕様・コスト折衝も担っています。企画段階で斜線制限や日影規制を踏まえたボリューム検討を行い、後工程の手戻りを抑える進め方を心がけてきました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：集合住宅・オフィス・商業施設の意匠設計を手がける組織設計事務所（従業員約◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：建築士
【担当業務】
・集合住宅（RC造・地上◯階・延床約◯㎡）の基本設計〜実施設計を主担当として担当
・オフィスビル新築（S造・地上◯階）の確認申請図書作成および行政との事前協議対応
・商業施設リニューアル（延床約◯㎡）の工事監理（週◯回の定例会議、各種検査の立会い）
・構造・設備設計担当との納まり調整、BIMモデルを用いた干渉箇所の確認と図面反映
・クライアントへの設計プレゼンテーション、仕様変更・コスト調整の協議
【実績】
・BIMモデルによる干渉確認を実施設計の定例作業に組み込み、施工段階で発生する設計変更指示を前年の同規模案件と比べ約◯%削減
・企画段階で斜線・日影シミュレーションを行い、クライアントとのボリューム合意までの期間を約◯週間短縮


■活かせる経験・知識・スキル
・AutoCAD／Revit（BIM）／SketchUp を用いた図面・モデル作成
・基本設計図書・実施設計図書および詳細納まり図の作成
・確認申請、省エネ関連の届出など行政手続きの書類作成と協議対応
・建築基準法・都市計画法・消防法に基づく法規チェックとボリューム検討
■資格
・一級建築士（20XX年◯月登録）
■自己PR
法規条件の整理を設計初期に前倒しし、意匠性と成立性を両立させる進め方が強みです。担当した集合住宅では斜線・日影の検討と行政への事前相談を計画初期に実施し、BIMモデルで構造・設備との干渉箇所を洗い出したうえで実施設計に移行したため、施工段階での変更指示を◯件程度に抑えられました。貴社でも用途や規模の異なる案件で、初期段階の条件整理と関係者調整を担い、設計品質と工程の安定に貢献したいと考えています。
以上
